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発
行
の
利
点
や
リ
ス
ク
を
ど
う
考
え

る
か
を
議
論
し
ま
し
た
。

▼
冒
頭
、
雨

あ
ま
み
や
ま
さ
よ
し

宮
正
佳
副
総
裁
は
開
会

の
挨
拶
の
中
で
、
決
済
シ
ス
テ
ム
と

マ
ネ
ー
に
つ
い
て
の
展
望
や
、
Ｃ
Ｂ

Ｄ
Ｃ
の
発
行
に
お
け
る
論
点
な
ど
を

提
示
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
フ
ロ
ア

討
議
を
行
い
ま
し
た
。

▼
リ
テ
ー
ル
決
済
に
つ
い
て
は
、
複

数
の
決
済
手
段
間
で
十
分
な
連
携
が

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
、
消
費
者
の

利
便
性
を
損
ね
て
い
る
と
の
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
解
決
策
と
し
て
、
例
え
ば
、

①
こ
れ
ま
で
金
融
機
関
し
か
参
加
し

令
和
二
年
七
月
豪
雨
に
伴
う�

災
害
に
対
す
る
日
本
銀
行
の�

対
応

▼
令
和
二
年
七
月
豪
雨
に
伴
う
災
害

に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
被
災
者

の
皆
さ
ま
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
日
本
銀
行
で
は
、
各
地
の
財
務
局

等
と
と
も
に
、
令
和
二
年
七
月
豪
雨

に
伴
う
被
害
に
よ
り
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
た
山
形
県
、
長
野
県
、
岐

阜
県
、
島
根
県
、
福
岡
県
、
佐
賀
県
、

大
分
県
、
熊
本
県
、
鹿
児
島
県
の
金

融
機
関
等
に
対
し
、
預
金
通
帳
や
印

鑑
を
紛
失
し
た
場
合
に
お
け
る
預
金

の
払
い
戻
し
な
ど
に
つ
い
て
、
適
切

な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
請
し
ま
し

た
。

「
決
済
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
（
二
月u

五
月
）

▼
日
本
銀
行
決
済
機
構
局
で
は
、
二

月
二
十
七
日
に
、「
決
済
の
未
来

フ
ォ
ー
ラ
ム
：
中
銀
デ
ジ
タ
ル
通
貨

て
い
な
い
全
銀
シ
ス
テ
ム
へ
の
ノ
ン

バ
ン
ク
決
済
事
業
者
の
参
加
、
②
銀

行
と
ノ
ン
バ
ン
ク
決
済
事
業
者
が
参

加
す
る
新
た
な
決
済
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
③
銀
行
券
の
代
替
と
し
て
の
一

般
利
用
を
目
的
と
し
た
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
の

発
行
、
な
ど
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

ま
し
た
。
C
B
D
C
に
つ
い
て
は
、

期
待
の
声
と
と
も
に
、
民
間
と
の
競

合
の
問
題
や
技
術
的
な
課
題
を
指
摘

す
る
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
決
済
に
つ
い
て

は
、
新
し
い
技
術
（
注
１
）
を
活
用

し
た
新
た
な
決
済
基
盤
の
構
築
や
、

そ
れ
を
起
点
と
し
た
さ
ら
な
る
技
術

革
新
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
複
数

の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

即
時
グ
ロ
ス
決
済
シ
ス
テ
ム
（
注
２
）

の
稼
動
時
間
延
長
等
、
既
存
の
決
済

シ
ス
テ
ム
を
改
善
す
る
方
法
の
利
点

も
示
さ
れ
ま
し
た
。

▼
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
に
つ
い
て

は
、
国
内
の
送
金
と
比
べ
て
、
手
数

料
が
高
い
、
送
金
に
時
間
を
要
す
る

な
ど
の
課
題
が
あ
る
中
で
、
そ
の
背

Ӎٶ෭૯ࡋʹΑΔ։ձѫࡰ ʢࡱӨɿதౡඒࠫʣ

と
決
済
シ
ス
テ
ム
の
将
来
像
」
を
、

五
月
十
三
日
に
、「
決
済
の
未
来

フ
ォ
ー
ラ
ム　

ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー

送
金
分
科
会
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し

ま
し
た
（
後
者
は
電
話
会
議
形
式
）。

両
会
合
に
は
、
業
界
団
体
、
金
融
機

関
、
ノ
ン
バ
ン
ク
決
済
事
業
者
、
シ

ン
ク
タ
ン
ク
、
学
者
、
官
庁
等
、
広

範
な
方
々
が
参
加
さ
れ
、
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

▼
昨
今
、　　
　
　

  

社
が
発
行
を

検
討
し
て
い
る
「
リ
ブ
ラ
」
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
マ
ネ
ー
を
巡
る
諸
問
題
に

対
す
る
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
二
月

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
リ
テ
ー
ル

決
済
（
個
人
間
あ
る
い
は
企
業
と

個
人
間
の
決
済
）」、「
ホ
ー
ル
セ
ー

ル
決
済
（
銀
行
間
の
決
済
）」、「
ク

ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
送
金
（
国
際
送
金
）」

と
い
う
既
存
の
三
つ
の
決
済
サ
ー
ビ

ス
の
問
題
点
を
ど
う
改
善
し
て
い
く

べ
き
か
、
ま
た
、
中
央
銀
行
が
発
行

す
る
デ
ジ
タ
ル
通
貨
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ

＝    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
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景
や
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
認
識
や
見
解
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

▼
ま
た
、
五
月
に
開
催
し
た
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
送
金
分
科
会
で
は
、
国
際

送
金
に
か
か
る
国
際
的
な
規
制
・
監

督
の
在
り
方
や
、
新
し
い
枠
組
み
だ

け
で
な
く
、
既
存
の
取
り
組
み
や
イ

ン
フ
ラ
の
活
用
・
向
上
（
注
３
）
が

国
際
送
金
の
改
善
に
つ
な
が
り
得
る

と
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
日
本
か
ら
海
外
へ
の
少
額

送
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
者
も
相
応
の
費
用
を
負
担
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
少
額
送
金
事
業
単

体
で
の
収
益
化
が
難
し
い
と
の
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

国
際
的
な
要
因
の
み
な
ら
ず
、
日
本

固
有
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
決
済
シ

ス
テ
ム
構
成
、
事
務
カ
ル
チ
ャ
ー
な

ど
も
挙
げ
ら
れ
、
今
後
の
継
続
的
な

議
論
の
必
要
性
が
う
か
が
わ
れ
ま
し

た
。

▼
「
決
済
の
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の

議
事
要
旨
な
ど
は
、
日
本
銀
行
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

決
済
機
構
局
内
に�

「
デ
ジ
タ
ル
通
貨
グ
ル
ー
プ
」

を
新
設
し
ま
し
た

▼
日
本
銀
行
で
は
、
二
〇
二
〇
年

七
月
、
決
済
機
構
局
内
に
、
決

済
シ
ス
テ
ム
全
体
の
デ
ジ
タ
ル

化
と
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨

（
C
B
D
C
）
に
関
す
る
事
項
を
所

掌
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
通
貨
グ
ル
ー

プ
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

「
お
う
ち
で
、
に
ち
ぎ
ん
」�

（
オ
ン
ラ
イ
ン
本
店
見
学
）の�

公
開
開
始
に
つ
い
て�

　

�▼
日
本
銀
行
で
は
、
展
示
を
拡
充
し

た
上
で
、本
年
春
頃
に
本
店
本
館（
国

指
定
重
要
文
化
財
）（
注
１
）
の
見
学

を
全
面
再
開
す
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
受
け
、
延
期
し

て
い
ま
す
（
本
店
見

学
の
最
新
の
情
報
に

（
注�

１
）
分
散
型
の
（
集
中
管
理
し
な
い
）、

デ
ジ
タ
ル
に
記
録
さ
れ
る
取
引
台
帳
の

技
術
。

（
注�

２
）
中
央
銀
行
に
お
け
る
金
融
機
関
間

の
口
座
振
替
の
手
法
の
一
つ
で
、
金
融

機
関
か
ら
中
央
銀
行
に
口
座
振
替
指
図

が
持
ち
込
ま
れ
次
第
、
一
つ
一
つ
直
ち

に
決
済
が
実
行
さ
れ
る
仕
組
み
。

（
注�
３
）
送
金
の
際
に
標
準
化
さ
れ
た
電
文

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
利
用
拡
大
な
ど
を
指

す
。

―
本
店
新
見
学
コ
ー
ス
の�

���

３
Ｄu
Ｖ
Ｒ
映
像
を
初
公
開
―
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（
注�

１
）
日
本
人
建
築
家
に
よ
る
最
初
の
国

家
的
近
代
建
築
。
欧
米
の
銀
行
建
築
を

学
ん
だ
辰
野
金
吾
に
よ
る
古
典
主
義
様

式
で
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
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つ
い
て
は
、
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

▼
こ
う
し
た
中
、
ご
自
宅
等
か
ら
日

本
銀
行
本
店
の
新
見
学
コ
ー
ス
（
注

２
）
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
、

３
Ｄ
や
Ｖ
Ｒ
の
映
像
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
本
店
見
学
「
お
う
ち
で
、

に
ち
ぎ
ん
」
を
、六
月
三
十
日
（
火
）

よ
り
公
開
し
ま
し
た
（
注
３
）。
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
３
Ｄ

ビ
ュ
ー
を
楽
し
め
る
ほ
か
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
と
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
が
あ
れ

ば
、
Ｖ
Ｒ
体
験
が
可
能
で
す
。

▼
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
日
本
銀
行 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
う
ち
で
、
に

ち
ぎ
ん
」
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
日
本

銀
行
本
店
の
新
見
学
コ
ー
ス
を
存
分

に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
向
け�

学
習
用
資
料
リ
ン
ク
集
を�

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

▼
日
本
銀
行
で
は
、「
お
金
」
や
「
日

本
銀
行
」
な
ど
に
つ
い
て
学
べ
る
資

料
や
、
日
本
銀
行
本
店
で
実
施
し
て

い
た
親
子
見
学
会
の
一
部
を
ご
自

宅
で
体
験
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
等
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

に
竣
工
し
ま
し
た
。

（
注�

２
）
新
見
学
コ
ー
ス
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
広
報
誌
に
ち
ぎ

ん
二
〇
二
〇
年
夏
号

（
二
〇
～
二
四
ペ
ー
ジ
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
注�

３
）
映
像
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
一

般
社
団
法
人
Ｖ
Ｒ
革
新
機
構
が
行
う
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
休
館
し
て
い
る
施
設
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
撮
影
の
取
り
組
み
を
活
用
し

ま
し
た
。




